
HFE法改正の経緯 

• 2004 法改正の決定（一部改訂：匿名廃止） 

• 2005.8.16-11.15 Public consultation 

• 2006.12 White paper (admixed胚認めず） 

• 2006.11 admixed胚使用幹細胞プロジェクト申請 

• 2007.10 HFEAがプロジェクト開始に同意 

• 2008.2  admixed胚を含む法案が上院通過 

• 2008.10 さらに修正され下院通過 
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ヒト胚研究のための手続き 

• HFEAが最長3年までの研究ライセンスを発行 
• 通常、申請前にHFEAに事前相談する。申請機関の

IRBの許可も必要 
• 申請機関が審査料を添えHFEAに書類を提出すると、

90％は3ヶ月以内に審査終了 
• 申請がHFE法に適合するか、ヒト胚を使用する必然性
があるか、いかなる胚を何個必要とするか、について
peer review 

• 問題がなければ、HFEAは研究室を査察し、研究チー
ムと面接 

• 査察官の報告と申請書、peer reviewをHFEA研究ライ
センス委員会で審議し、ライセンス発行の可否を決定 
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